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   In the preceding papers, I made critical analysis of Camera Obscura in the West and Japan. In 
this paper, I make an attempt to describe the history of the “perspective box,” “boîte d’optique” 
in French or “Guckkasten” in German, by which perspective prints (optical prints) were looked 
in. 
   The first known reference to the “perspective box” was on the 1646 entry in the Dagregister, 
Diary of the Dutch Trading House at Dejima in Japan. 
   The “perspective box with perspective prints” was very popular in the eighteenth and nine-
teenth centuries. At first, the attractive features of this optical apparatus were perspective and 
realistic views of landscape prints.  Then the prints were diversified by adding the topics of 
historical battles, major political events, famous religious scenes, great disasters, and ghosts or 
phantoms.  At the end, the apparatus with these prints have evolved into the one kind of “theater” 
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てよいだろう。映画は、一八九五年リュミエール兄弟がパリのグランカフェでスクリーンに投影し観客に見せた。しかし、装置そのものは、一八九一年エジソンによりキネトスコ プとして発明されていた。キネトスコープは、よく知られているように一人ひとりが箱の中を覗き込む装置であった。最初のフィルムの長さは十二秒、商業化された時点で長くて四十秒と今の映画からは考えられないほど短いものであった。一八九三年のシカゴ万博に出展され、一八九四年に商業化された。一八九四年四月ニューヨークのブロードウェイに「キネトスコープパーラー」が開店した。これ 、店内に数台から十台近くのキネトスコープが置かれ、好きな台に一セントを入れると一本せいぜい数分程度の映画を約十本見られる仕組みであった。類似の店舗がパリ、ロンドンをはじめ、世界中 都市に広まった。映画フィルムの標準（
三十五ミリ幅、一秒間に二十四コマ
）を作った
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　　　　エジソンのキネトスコ プー　1894
Guckkasten,  TECHNOSEUM
 -Landesmuseum für Technik und Arbeit Mannheim 所蔵
　　　　Camera Obscura, D. Lardner, 1855
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吉本秀之「覗く視覚装置の系譜学的研究に向けて：覗き眼鏡と眼鏡絵を中心に」/

















































































） の 「視覚」 の項目でも複数の用例が見られる
4。また、


















































現実を映した絵画や版画を覗き込むため 眼鏡細工があり、これが 「覗き眼鏡」 と呼ばれ、 「覗き眼 」 で見 れる が 眼鏡絵と呼ばれた。これらとは別に、 「絵を箱の中に入れてレンズ越しにしか見えないようにした があった
8。」彼はこれを
「のぞきからくり」と名づけ、 「覗き眼鏡」とははっきりと区別すべきだと主張する。 「のぞきからくり」の代表的ネタは「地獄極楽」であったのに対し、 「覗き 」のネタは 人間の住むこの世の都市であり建物であり風景であった、と板垣はま
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吉本秀之「覗く視覚装置の系譜学的研究に向けて：覗き眼鏡と眼鏡絵を中心に」/










妥当なものだと言えよう。ただし、十七世紀ヨーロッパにおけるこの光学装置の出現から、十八世紀十九世紀における多様な展開を追いかけるとき、 「覗き眼鏡」 と 「覗絡繰 （
のぞきからくり
） 」






















クログラフィア』の出版であっ ックは、十七世紀前半のイタリアの研究の伝統の上に、肉眼で ある程度見えていたものを試料に選んで、それを詳細に し、非常に優れ 銅版画を多数掲載する『ミクログラフィア』 王立協会から一六六五年に出版した。 『ミクログラフィア』 図版は、ハエの複眼 シラミやノミの詳細な形態、棘 ある葉っぱ、剃刀の刃、ヒトの髪の毛 コルク、葉脈、苔などの正確な姿を繊細な線で示 た。　
フックの『ミクログラフィア』の出版が大きな刺激となって、

















通語であるラテン語を学んでいないレーフェンフックは、俗語のオランダ語で自分の発見を記述し 画家を雇って絵に描かせたが、すぐには報告を信じてもら なかった。レーフェンフックの苦労の半分は、レーフェンフック以外に誰も見たこともない微生物の存在をどう記述したら る と うことに費やされたと言ってよいだろう
10。その原因は、もちろん、レーフェンフッ
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画法図が中心であった。しかし、時間が経つにつれ 別の題材も含まれるようになる。有名な歴史的戦闘や政治的事件などのジャーナリズム的 ものと、有名な宗教的場面などの教訓的なものである。視覚文化史に関して重要な著作を連続して出しているバーバラ・スタフォード よれば、眼鏡絵は、ついには、「ヨーロッパ大都市の町並み、高明な宮殿や教会の見取り図、有名な戦場風景、理想化された眺望図 田舎のスポーツ 「雅びな宴」 、狩、乗馬、楽興、ピクチャレスクな農家生活、紫煙くゆり立つ賭場風景、大災害、 「お化け 一種」
14」等々、マジッ




















光学装置 し 十七世紀半ばに出現した覗き眼鏡は、十八世紀から十九世紀初頭にかけて、民衆芸術として西洋でも日本でも中国でも大流行した。光学的原理の単純さゆ に、 この装置は、カメラ・オブスクラなどの光学的装 と混同されやすく、これを指す用語も分散状態にあった。　
当初、十七世紀のオランダやフランスを中心に勃興した遠近
法で描かれた景観図（
l andscape prints ）を遠近法的視覚のもと、
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 坂井美香「明治初期、 「西洋眼鏡（せいようめがね） 」の盛衰
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